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研究成果の概要（和文）： 

 本研究の成果は、アジア循環型（還流型）の外国人介護者職業教育モデルの構築に向けて、

受け入れ側及び送り出す側の実践的な課題を明らかにすることである。例えば、外国人介護者

が働きながら介護技術やキャリアを開発できるようなローテーション型の仕組み、帰国後も技

術を現地で活かすことができる循環型の職業教育システムの創設などの課題を挙げており、そ

の上でアジアに共通する社会政策とは何かを提示したものである。すなわち、外国人介護労働

者のキャリア形成やキャリアアップに対して、理論的・実践的な視野を提供できるだけでなく、

アジア地域に共通する介護福祉人材育成の施策及び学問的枠組の構築の一助にもなりうるもの

である。 

研究成果の概要（英文）： 
  The result of this research is to clarify the practical challenges of the send side and 
acceptance on the construction of the recycling model of vocational education for 
transnational care workers in Asia. For example, the rotation structure that care workers 
can develop nursing skill and career while working, the creation of recycling model of 
vocational education that care workers can utilize skill in their home country. The research, 
added to above agenda, presents the policy common to Asia. The research not only provides 
theoretical and practical perspectives about career development for care workers, but also 
helps building of a framework for social policy of development of human resources nursing 
care that are common to the Asia. 
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１．研究開始当初の背景 

 高齢者介護人材不足の問題を緩和するた

めに、台湾、香港、シンガポール、日本など

の国・地域が外国人介護労働者の受け入れを

始めた。 

 激しい人材市場の競争において、日本が優

秀な介護福祉人材を確保するためには、国際

的通用性を有するより柔軟な外国人介護労

働者の職業教育のモデルが求められている。 

２．研究の目的 

アジア地域における外国人介護労働者の国

際的な移動のメカニズムと職業教育との関連

性を解明するとともに、彼らのキャリア形成

やキャリアアップの職業教育モデル構築にお

ける理論的・実践的課題を明確にする。 

 また、外国人介護労働者は、帰国後も技術

を現地で活かすことができる循環型の職業

教育システムの創設に向けて、アジア地域に

共通する社会政策とは何かを提示する。 

３．研究の方法 

 従来の文献資料を中心とする研究と違い、

本研究は、直接現場に赴き、現地の当事者・

関係者との連携による様々なワークショッ

プ（時にレクチャーも行っている）を通して

研究課題の解明、モデル創設を追究していく

手法を取っていた。 

 また、日本国内及び海外の高齢者介護施設

を対象としたアンケート調査を行い、量的な

データをベースに実証分析を行った。 

４．研究成果 

 これまで、以下の調査及び現地ワークショ

ップを開催し、課題研究を行った。 

① 台北県の 500 ヵ所の「安養機構」と「養

護機構」を対象としたアンケート調査の実施。 

② 埼玉県における 262ヵ所の特別養護老人

ホームを対象としたアンケート調査の実施。 

③台北市におけるワークショップの開催。 

 検討課題：外国人介護者の職業訓練におけ

る行政・施設・斡旋業者の役割分担について 

④ 香港におけるワークショップの開催 

 検討課題：外国人介護者の入国管理・人権

擁護について 

⑤シンガポールにおけるワークショップの

開催。 

 検討課題；高学歴の外国人介護者の活用方

法及びそのキャリアアップについて 

⑤ ベトナムにおける現地調査及びワーク

ショップの開催。 

 検討課題：第１、出国前における語学研

修・介護実務研修のプログラム及び問題点 

第２、ベトナムに帰国した出稼ぎ介護労働者

の介護士養成教育における役割とは何か 

⑥日本国内の青森県・神奈川県におけるワー

クショップの開催。 

 検討課題：介護福祉士受験勉強の理解度及

び日本語の理解度を向上させるために必要

な環境と条件とは 

 以上の実証研究を通じて、本研究はアジア

循環型（還流型）外国人介護者の職業教育モ

デル構築に向けて、アジア地域に共通する施

策のあり方と取るべき選択肢をある程度明

示した。       

 具体的には、(1)アジア循環型（環流型）職

業教育システムの構築をアジア地域全体の

介護の質の向上へとつなげていくため、その

基本的な理念や考えを明示した。 

（イメージ図） 
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